
 

 

2018年 11月 9日 

各      位 

会 社 名  横浜ゴム株式会社 

代表者名  代表取締役社長  山石 昌孝 

コード番号 5101 東証・名証 第１部 

問合せ先 取締役執行役員 経理部長  松尾 剛太 

（TEL．   03 － 5400 － 4520） 

 
 
 

減損損失の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2018年 12月期第 3 四半期連結会計期間（2018 年 7月 1日～2018 年 9 月 30 日）において、

下記のとおり減損損失の計上及び通期連結業績予想を修正することになりましたので、お知らせいた

します。 

 

記 

 

１. 減損損失の計上について 

当社の連結子会社であるヨコハマタイヤ マニュファクチャリング ミシシッピ, LLC（米国） 

において、開業時の計画と比較し収益化に遅れが見られることから、今後の事業計画及び回収 

可能性を慎重に検討した結果、同社が保有する固定資産について減損を行うことといたしました。

これに伴い 2018年 12 月期第３四半期の連結決算において、固定資産の減損損失約 112億円を 

その他の費用として計上いたします。 

 

 

２. 通期連結業績予想の修正について 

（１）2018年 12月期通期連結業績予想の修正 

（2018年１月１日～2018年 12 月 31日） 

 売上収益 事業利益 営業利益 
親会社の所有者に 

帰属する当期利益 
基本的１株当たり 

当期利益 

 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 
 

670,000 

百万円 
 

63,000 

百万円 
 

60,000 

百万円 
 

40,000 

円 銭 
 

249.47 

今回発表予想（Ｂ） 650,000 61,500 55,000 36,000 224.44 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲20,000 ▲1,500 ▲5,000 ▲4,000 － 

増減率（％） ▲3.0% ▲2.4％ ▲8.3% ▲10.0% － 

（ご参考）前 期 実 績 

（ 2017年 12月期 ） 
646,272 58,265 54,224 39,975 249.32 

 



 

（２）修正の理由 

連結業績予想につきましては、タイヤ事業において中国・ロシア・中近東等の販売やＭＢ 

(マルチプル・ビジネス)において主として建築用シーリング材等の販売が前回予想より下回る見通し

に加え、上述の固定資産減損損失の計上等を踏まえた結果、前回公表予想（2018年 2月 19日公表） 

を修正いたします。 

なお、今回の修正に伴う配当予想の変更はありません。 

 

※上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が作成

した見通しであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


